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さて,私は,物理学会の所蔵する F数学教科調査報告』という本 2)(これは文部省の ｢数学教
科調査委員会｣が明治44(1911)年 12月から45(1912)年5月にかけて逐次刊行 した ｢数学教科調
査報告｣を1冊の本にまとめたもので奉って,その調査の対象は,小学校 ･中学校 ･高等学校 ･
帝国大学理科大学 ･帝国大学工科大学 ･師範学校(男子)･高等師範学校等の中等学校教員(男子)
養成学校 ･高等女学校 ･女子師範学校 ･女子高等師範学校 ･商業学校 ･工業学校 ･陸軍諸学校 ･
海軍諸学枚 ･逓信省所管諸学校と,当時の学校のすべての種 ･すべてのレベルを網羅しており,
当時の数学教育の状況を知る上での貴重な資料である)と,山中恒の著書に資料として添えられ




















































































い物材を安く (具体的には,7億 トンの物材を平均価格1トン3万円で)輸入して (輸入総額約
20兆円),科学技術の力で高度の付加価値をつけた高価な少量の物材を (具体的には,1億 トン
の物材を平均価格1トン30万円で)輸出する (輸出総額約30兆円)10)｡質量保存則により,貿易














1)勝木 握 ｢物理学史資料の調査 ･収集によせて｣『日本物理学会誌』34(1982)648-654の
末尾
2)文部省 F数学教育調査報告書』(1912)[日本物理学会所蔵]



























が漸く達せられるわけで,近年稀有の吉報であるが - ･｣と書かれている (- ･の部分
には,委員会内部の賛否両論の要旨と ｢賛成論に軍配が上がった｣経緯が簡潔に記されてい
る)｡注 5,6のQさん,Yさんの抗議の背後にあると想定される東京女高師での数学教育の
レベル向上は,上のような流れと無縁ではなさそうである｡
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